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浦
田
中
学
嘱
塀
新
築

大
嚴
寺
原
の
牧
野
作
り

町
予
算
は
な
お
百
万
余
円
の
財
源
難

こ
と
し
の
町
の
予
算
額
は
六
、
六
六
〇
万
円
で
一
世
帯
当
り
に
す
る
と
三
万
二
千
九

百
円
で
あ
る
。
昨
年
度
に
比
べ
予
算
総
額
で
は
九
百
八
十
七
万
円
の
増
と
な
る
。

　
こ
の
財
．
源
と
し
て
町
税
二
千
・
万
円
及
び
町
債
三
百
万
円
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

万
円
、
地
方
交
付
税
二
千
六
百
で
こ
れ
に
充
当
す
る
。

鐡
灘
灘難

・
雛

難
難
饗

　　獺灘

大松山から大巖寺原（0印の地点）を写す6左に遠
く見えるのは苗場山である。　　一村山正氏写す一

　
又
歳
出
で
は
浦
田
中
学
校
屋

内
体
操
場
の
新
築
、
失
業
対
策

・
事
業
、
町
道
維
持
補
修
な
ど
が

　
行
事
予
定

◇
六
月
十
七
、
十
八
日
　
郡
青

　
年
問
題
研
究
会
・
探
鳥
会
、

　
凌
雲
閣
で
。

◇
七
月
一
、
二
日
　
上
越
女
子

　
活
動
研
究
会
、
凌
雲
閣
で
。

◇
七
月
十
七
、
十
八
日
　
青
年

　
の
野
外
活
動
指
導
会
、
大
松

　
山
キ
ヤ
ン
ブ
場
。

そ
の
主
な
も
の
と
な
つ
て
い
る

が
、
浦
田
中
学
の
屋
内
体
操
場

の
建
築
に
は
な
お
約
百
万
円
が

必
要
で
あ
り
、
紀
債
な
ど
に
よ

る
財
源
の
見
通
し
が
立
ち
次
第

予
算
追
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

　
結
局
乏
し
い
財
源
の
三
三
％

を
教
育
費
に
さ
か
ね
ば
な
ら
ず

他
の
部
門
に
つ
い
て
は
経
常
費

一
の
範
理
と
ど
ま
り
・
新
規
事

．
業
と
し
て
は
大
厳
寺
原
の
牧
野

．
造
成
八
十
二
万
円
が
主
た
る
も

6
で
あ
る
。

水
梨
青
年
学
級
開
講
（
騨
麺
触
）

水
梨
青
年
学
級
の
開
講
式
は
「
お
や
じ
」
を
一
般
公
開
し
、

五
月
六
日
夜
九
時
す
ぎ
か
ら
三

・
十
余
名
の
学
級
生
と
婦
人
会
、

消
防
団
、
農
家
組
合
、
部
落
総

代
、
公
民
舘
三
省
分
舘
、
教
育

委
員
会
な
ど
多
数
の
参
加
の
下

に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
最
初
の
映
写
会
は
教
育
映
画

「
百
人
の
陽
気
な
女
房
た
ち
」

馳
，
』
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γ
，
イ
ワ
．
■
噌
一
｝
D
ρ
◎
．
』
、
り
甲
一
ワ
ト
穿
監
U
．
、
『
，
，
’
贋
り
．
噛
璽
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7
，
．
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1

大
厳
寺
原
の
な
ぎ

払
い
は
じ
ま
る

　
大
厳
寺
原
の
な
ぎ
払
い
は
五

、
月
上
旬
か
ら
残
、
雪
を
わ
け
な
が

ら
は
じ
ま
つ
て
い
る
。

　
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
は
い
り
本

格
的
な
施
業
が
は
じ
ま
る
の
は

六
月
下
旬
頃
の
予
定
で
あ
る
。

　
大
厳
寺
原
の
放
牧
場
と
し
て

の
見
込
面
積
は
二
〇
町
歩
で
こ

の
造
成
事
業
に
対
し
て
国
、
県

を
合
せ
て
七
割
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

の
ご
一
ケ
年
の
学
習
計
画
を
検

討
し
十
一
時
す
ぎ
に
解
散
し
た

町
等
・
粥
錫

　
南
輔
8
4
1
分
塾

津
－
　
　
㎜
㎜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
の
の

較
町
聖
］
甥
唖

比
塚
＆
心
3

1
4
9
1
9
　
分
分

の
安
　
　
　
　
　
　
0
0
0
0

源
　
　
　
　
　
　
　
1
1

財
　
　
　
　
　
　
　
6
0

算
町
3
・
稲
甥
塾

予
代
給
3
4
4
2
3
分
分

蟹
　
　
塵

　
　
　
円

市
万
％
％
％
円
0
1

醗
灘
揃
説
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

和
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
　
額
税
税
他
割
割
害

昭
－
　
　
　
等
得

　
E
総
村
付
　
均
所
産

　
　
　
　
　
交
の
税
税
資

　
　
　
　
　
　
　
　
民
民

　
　
　
算
町
ヲ
　
寸
寸

　
項
　
プ
嚇
嚇
定
一

　
　
　
予
市
地
そ
市
市
固
［

　
学
習
．
項
目
は
一
般
教
養
、
技

術
、
町
づ
く
り
、
家
事
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ヨ
ソ
等
か
ら
な
つ
て

い
る
。
昨
年
は
浦
田
の
青
年
学

級
と
共
に
県
の
指
定
青
年
学
級

昭和36年度予算（単位万円）

68

と
し
て
一
万
円
の
補
助
金
が
出
．
か
ら
三
万
五
千
円
、
県
か
ら
の

た
が
、
二
年
目
の
本
年
度
は
予
二
万
円
の
補
助
を
見
込
ん
で
い

算
四
万
五
千
円
を
計
上
し
、
町
一
る
。

共
通
の
悩
み
励
ま
し
合
つ
て

　
　
　
　
　
町
婦
人
会
事
業
計
画
、
役
員
選
出

｝
幹
部
だ
け
の
青

年
団
を
反
省

　
　
　
グ
ル
ー
プ
活
動
に

　
町
連
合
青
年
団
は
五
月
二
十

一
日
町
役
場
で
代
議
員
会
を
行

．
い
。
　
「
幹
部
の
青
年
団
」
　
「
常

連
の
事
業
」
を
反
省
し
て
、
グ

ル
㌧
フ
活
動
を
と
り
入
れ
た
。

多
方
面
に
わ
た
つ
て
青
年
一
人

々
々
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ

と
が
期
葎
さ
れ
て
い
る
。

役
員
は

　
五
月
十
九
日
町
連
合
婦
人
会
『

は
松
之
山
公
会
堂
で
代
議
員
会

を
お
こ
な
い

「
子
供
を
立
派
に
そ
だ
て
る
た

め
に
、
日
頃
、
か
ま
つ
て
や
れ

土
木
、
産
業
ば
昨
年
な
み

　
　
　
　
　
　
新
た
に
大
松
山
観
光
道
路
を

　
項
　
　
　
　
目

消
防
小
型
ボ
ン
プ
設
置

道
路
、
橋
維
持
改
修

予
算
額

　
四
五

五
六
九

浦
田
中
学
校
屋
体
新
築
　
七
八
八

坪
野
小
学
校
土
台
が
え

失
業
対
策
事
業

　
五
〇

三
八
六

産
業
振
興
関
係
　
一
七
五

観
光
道
路
整
備

町
　
有
林
　
造
　
成

一
一
〇

二
五

　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
　
容

光
間
部
落
へ

町
道
維
持
砂
利
な
ど
　
二
四
四
、

改
修
　
　
一
五
、
県
道
巾
員
拡
張

落
）
北
原
橋
架
替
負
担
金
　
三
一
〇

一
〇
間
×
一
二
…
間
　
一
二
〇
坪
、

閥
　
六
〇
坪

三
枚
田
橋

（
松
之
山
部

昇
降
口
三

労
務
者
三
〇
人
分
　
二
五
八
、
原
材
料
　
一

一
一
八

牧
野
造
成
　
八
二
、
動
力
撒
粉
機
七
台
　
二

七
、
ミ
ス
ト
機
三
台
　
一
六
、
小
規
模
農
道

水
路
助
成
　
五
〇

兎
口
i
大
松
山
－
湯
本
間
の
道
路
改
修
第
一

年
度
分

町
有
林
、
植
林
人
夫
賃
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
万
円
）

な
い
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
、

こ
の
町
の
先
生
方
と
一
緒
に
な

つ
て
み
ん
な
で
研
究
し
よ
う
。

心
配
し
て
い
る
こ
と
、
考
え
て

い
る
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
み
ん
な
で
、
じ
つ
く
り
話
し

あ
お
う
。
」
　
「
人
の
話
を
き
く

ば
か
り
で
な
く
、
自
分
た
ち
で

発
言
し
自
分
た
ち
で
考
え
研
究

し
て
い
く
。
」

こ
と
を
先
生
方
に
協
力
を
申
入

れ
た
。
田
畑
や
店
そ
の
他
の
家

業
に
追
い
ま
わ
さ
れ
て
い
る
主

婦
と
毎
日
子
供
達
と
一
諸
に
遊

び
、
勉
強
し
て
い
る
一
般
の
先

生
方
と
の
話
し
合
い
は
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。

　
役
員
は
会
長
、
副
会
長
は
留

任
。
支
部
長
は

三
省
支
部

松
之
山
支
部

下
布
川
支
部

上
布
川
支
部

松
里
支
部

浦
田
支
部

若
井
キ
ヌ
ェ

滝
沢
　
ト
キ

福
原
　
キ
チ

小
野
塚
ノ
ブ

島
田
　
節
子

保
坂
　
ヒ
サ

の
六
氏
が
選
出
さ
れ
た
o

　
　
団
　
長

　
　
副
団
長

　
　
副
団
長

地
区
団
．
長
は

　
三
省
地
区

　
松
之
山
地
区

　
川
手
地
区

　
下
布
川
地
区

　
上
布
川
地
区

　
松
里
地
区

　
浦
田
地
区

大小丸
見口山

リ恵定
ヨー一一

福
原
　
利
義

村
山
　
英
治

佐
賀
　
佐
一

室
橋
　
信
義

小
野
塚
嘉
男

佐
藤
俊
一
郎

丸
山
　
定
一

の
七
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

な
お
役
員
に
な
り
手
が
な
い
こ

と
が
婦
人
会
、
青
年
団
で
大
き

な
悩
み
と
な
つ
て
い
る
。

浦
田
申
学
屋
体
の
入
札

　
浦
田
中
学
の
新
築
請
負
入
札

は
六
月
中
旬
、
競
争
入
札
に
よ

ら
て
き
ま
る
予
定
で
あ
る
。

　
浦
川
原
へ
火
災
見
舞

　
町
婦
人
会
で
一
万
八
千
七
百

円
、
青
年
団
五
百
円
、
有
志
に

よ
る
衣
類
な
ど
十
一
梱
包
を
送

つ
た
。

盛
大
だ
つ
た
メ
ー
デ
ー

　
郡
内
統
一
メ
ー
デ
ー
は
松
之

山
小
学
校
で
行
わ
れ
約
四
百
人

が
参
集
し
盛
大
で
あ
つ
た
。

　
次
号
予
告

次
号
は
八
月
一
日
付
で
発

行
し
ま
す
。
　
「
失
業
保
険

に
つ
い
て
」
な
ど
を
掲
載

し
ま
す
。
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ー
百
姓
を
楽
し
く
ー

餐
、
、
農
休
日
に
町

即
ぎ
§
§
、
、
§
h
§
嚢
、
§
切
望
す

一
本
で
ー
ー
・
、
講

る
婦
人
の
立
場
§
凱
…

　
昨
年
秋
、
全
町
に
わ
た
つ
て
つ
て
忙
し
い
」
と
多
く
の
婦
人

農
休
日
に
つ
い
て
調
べ
た
の
が
が
訴
え
て
い
る
。

公
報
に
の
つ
た
が
、
よ
う
や
く
　
　
．
婦
人
．
展
燭
ぱ
，
衷
づ
て

農
休
日
の
関
心
も
高
ま
り
墨
い
う

休
日
を
部
落
ご
と
に
き
め
る
の
｝

で
な
く
・
町
一
本
に
し
た
方
が
［
農
休
日
、
は
若
い
も
ん
の
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
「
農
休

い
い
」
「
町
一
本
に
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
な
ん
か
あ
つ
た
つ
て
、
何
に

お
ら
ん
と
こ
に
も
農
休
日
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

き
て
、
い
や
ん
ぺ
だ
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
需
う
青
年
達
の
い
る
部
落
も
あ

声
が
あ
ち
こ
ち
で
き
か
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
然
し
「
農
休
日
な
ん
か
な

う
に
な
り
、
出
稼
先
の
青
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
く
て
も
い
い
」
と
い
う
婦
人
は

ら
「
…
…
自
分
の
部
落
に
は
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
あ
ま
り
い
な
い
の
は
確
で
あ
る

だ
農
休
日
が
な
い
の
だ
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
み
る
と
農
休
日
を
最
も
要

ん
な
こ
と
で
い
い
の
だ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
し
て
い
る
の
は
婦
人
で
あ
り

」
と
訴
え
て
来
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
も
相
当
の
年
令
に
な
つ
て

饒
鷲
濠
顯
読
飲
蹄
薯
量
求
が
根
強
い
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
の
は
、
そ
こ
に
何
か
問
題

き
な
よ
う
に
出
来
る
日
が
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
そ
う
だ
。

い
」
と
い
う
至
極
当
り
前
の
こ

と
が
実
施
さ
れ
な
い
で
い
る
。
　
農
休
日
は
自
分
の

何
だ
か
ん
だ
と
遊
び
日
が
大
て
　
日
に

い
月
に
一
日
く
ら
い
あ
る
か
ら
　
農
休
日
に
何
を
す
る
か
と
い

農
休
日
な
ん
か
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
心
配
す
る
よ
り
も
、

慕
糖
昌
裂
譜
謂
譲
籍
楕
齢
隷
矯
響

一
れ
て
全
く
自
分
の
思
い
ど
お
り

に
過
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
心

配
す
る
こ
と
が
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
大
切
な
こ
と
の
よ
う
だ

　
農
休
日
は
丸
一
日

　
「
半
日
一
は
だ
め

　
松
之
山
農
協
で
の
農
家
組
合

一
長
会
議
で
は
「
農
休
日
は
町
一

一
本
が
い
い
だ
ろ
う
。
半
日
じ
や

［
休
め
な
い
．
丸
百
で
な
け
れ

一
ば
だ
め
だ
。
毎
月
同
じ
日
が
い

い
。
町
一
本
は
今
年
は
月
に
一

一
回
と
し
、
あ
と
月
に
何
回
作
ろ

う
が
各
部
落
に
ま
か
す
が
よ
い
・

」
と
い
う
線
が
出
た
が
、
先
ず

こ
の
線
な
ら
大
て
い
の
と
こ
ろ

で
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
で
、
あ

ち
こ
ち
で
賛
成
の
声
を
き
く
。

　
町
内
の
各
団
体
0
代
表

一
者
会
議
で
と
り
き
め

　
い
ろ
い
ろ
各
地
域
各
部
落
の

様
子
を
き
い
て
み
る
と
、
町
一

．
本
の
農
休
日
を
つ
く
る
運
．
動
は

大
体
も
は
や
ど
の
部
落
で
も
ど

の
地
域
で
も
、
あ
ま
り
反
対
な

く
進
み
そ
う
で
あ
る
。

　
部
落
総
代
会
、
農
家
組
合
長

会
議
、
婦
人
会
、
青
年
団
、
農

協
青
・
婦
人
部
な
ど
の
各
代
表

短
譲
で
打
合
婁
行
え
ば
・

｝
そ
こ
で
具
体
的
に
き
め
ら
れ
る

簿
ろ
う
・

松
之
山
季
節
保
育
所

　
　
　
－
喜
々
と
し
て
溢
れ
る
わ
ら
べ
う
た
ー

　
猫
の
手
も
か
り
た
い
こ
の
頃

松
之
山
公
民
舘
か
ら
喜
々
と
し

た
笑
い
や
遊
戯
の
う
た
声
が
き

こ
え
て
い
る
。

　
昨
年
、
松
之
山
部
落
で
は
じ

あ
て
実
施
さ
れ
た
季
節
保
育
所

「は
非
常
に
好
評
だ
つ
た
の
で
、

こ
と
し
は
最
寄
り
五
部
落
が
参

一
；
＝
「
＝
＝
ず
＝
＝
「
剛
曹
＝
一
＝
＝
－
「
．
ニ
ニ
＝
＝
騨
一
二
＝
」
＝
＝
亀
曙
一
＝
一
ず
＝
一
＝
国
一
＝
＝
ρ
＝
＝
』
一
曹
＝
＝
＝
一
一
一
甲
＝
＝
一
』
二
＝
、
一
＝
＝
一
＝
一
＝
㌃
＝
＝
」
＝
＝
「
曙
帽
＝
1
＝
＝
電
＝
．
＝
＝
。
＝
一
＝
＝
．
」
＝
＝
冒
、
一
．
＝
」
一
騨
＝
へ
＝
●

　
助
産
葬
祭
給
付
を

　
一
、
五
〇
〇
円
に

　
助
産
、
葬
祭
給
付
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

①
助
産
費
一
件
当
　
千
五
百
円

　
（
旧
千
円
）
出
生
届
の
際
支

　
給
。

②
葬
祭
費
一
件
当
　
千
五
百
円

　
（
旧
千
円
）
死
亡
届
の
際
支

　
給
。

　
国
保
税
に
つ
い
て

　
今
年
の
保
険
税
は
町
民
税
の

所
得
額
が
確
定
し
な
い
た
め
、

六
月
ま
で
暫
定
保
険
税
を
徴
収

し
、
七
月
分
か
ら
確
定
保
険
税

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
一

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
【

　
二
重
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

　
被
保
険
者
の
異
動
は
そ
の

　
都
度
届
出
を

　
四
月
一
日
現
在
、
届
は
提
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
以
後
人

員
の
異
動
は
（
転
入
、
転
出
、

出
生
、
死
亡
、
社
会
保
険
の
加

入
）
そ
の
都
度
被
保
険
者
証
、

認
印
携
帯
の
上
届
け
出
ら
れ
る

よ
う
願
い
ま
す
。
な
お
事
業
所

（
土
建
業
、
建
築
業
、
会
社
、

工
場
、
商
店
な
ど
）
に
勤
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

い
る
人
で
、
職
場
の
健
康
保
険
▼

共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
た
本
人

及
び
被
扶
養
者
は
四
月
一
日
か

ら
町
の
国
保
か
ら
は
全
く
除
外
噛

一
さ
れ
る
こ
と
に
芳
享
．

助
産
料
は
二
、
五

〇
〇
円
に

　
五
月
八
日
開
か
れ
た
町
内
助

産
婦
会
で
は
、
県
、
郡
助
産
婦

会
の
値
上
げ
に
従
い
、
五
月
一

日
か
ら
助
産
料
を
つ
ぎ
の
通
り

改
定
す
る
こ
と
に
な
つ
た
Q

①
分
娩
、
取
扱
い
料
一
件
当
　
二
一

　
千
五
百
円
（
双
生
児
一
・
五

　
倍
）

　
沐
浴
一
回
　
百
五
十
円

②
往
診
料
片
道
ニ
キ
ロ
に
つ
き

　
百
円
。
但
し
夜
間
暴
風
雨
雪

　
の
場
合
は
倍
額
。

⑧
診
察
料
　
百
五
十
円
。
再
診

　
料
百
円
。

加
し
て
五
月
二
十
八
日
か
ら
六

月
二
十
六
日
ま
で
開
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
。

園
児
は
松
之
山
四
十
九
、
兎
口

十
、
光
間
八
、
新
山
十
一
、
湯

山
十
五
、
△
・
計
九
十
三
人
で
、

昨
年
の
五
十
三
名
に
く
ら
べ
飛

躍
的
な
大
世
帯
で
あ
る
。

　
托
児
す
る
親
達
の
心
配
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
毎
日
の
保
育

計
画
や
お
ヤ
ツ
の
こ
と
、
遊
び

道
具
の
こ
と
な
ど
を
心
配
す
る

園
長
田
辺
実
三
さ
ん
や
高
校
三

年
生
の
学
生
保
母
さ
ん
の
毎
日

は
忙
殺
そ
の
も
の
。

　
保
育
料
は
一
人
四
首
五
十
円

で
あ
る
◎

’
ブ

レ
ビ
利
用
大
人
の
学
習
会

　
　
　
　
ー
松
之
山
小
学
校
で
ー

　
文
部
省
が
計
画
し
た
テ
レ
ピ

利
用
の
社
会
教
育
を
N
H
K
と

協
力
し
て
松
之
山
小
学
校
の
先

生
達
は
冬
を
利
用
し
て
去
る
一

月
か
ら
三
月
に
か
け
て
毎
週
一

回
部
落
ま
わ
り
を
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
に
よ
つ
て

フ
ン
イ
キ
が
違
う
が
、
副
業
の

研
究
、
綜
合
病
院
建
設
の
件
、

共
同
経
営
、
雪
害
対
策
、
税
金

子
供
の
教
育
、
農
政
問
題
、
浅

沼
事
件
、
嶋
中
事
件
、
道
徳
教

育
、
家
族
関
係
、
嫁
姑
な
ど
多

｝
く
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
わ松の山季節保育所で　一滝沢常雄氏写す一

れ
た
。

　
こ
れ
は
三
月
下
旬
で
一
応
終

つ
た
が
「
こ
う
い
う
話
し
合
い

の
会
を
も
つ
と
や
り
た
い
」
と

い
う
声
が
出
て
お
り
、
今
後
の

運
び
方
に
つ
い
て
公
民
舘
で
研

究
さ
れ
て
い
る
。

税
金
ご
ぞ
ん
じ

で
し
よ
・
つ
か

市
町
村
民
税
や
固
定
資
産
税

第
一
期
四
月
十
六
日
～
三
十

　
日
ま
で
。

第
二
期
　
七
月
十
六
日
～
三
十

　
一
日
ま
で
ρ

第
三
期
　
十
二
月
十
六
日
～
二

　
十
五
日
ま
で
。

第
四
期
　
翌
年
二
月
十
六
日
～

　
末
日
ま
で
。

甲
野
太
郎
の
固
定
資
産
税
は
次

の
と
お
り
。

｝
年
税
額
　
一
万
五
千
八
百
円
。

一
第
一
期
分
三
千
九
百
五
十
円

一
第
二
期
以
降
　
三
千
九
百
五
十

「　円
。
　
　
　
　
　
　
　
‘

前
表
の
計
算
と
な
り
、
報
奨
金

薦
八
百
三
＋
円
と
な
り
享
の

一
で
納
税
者
の
納
期
前
の
納
付
を

一
お
す
す
め
い
た
し
享
・

は
年
間
を
四
期
に
わ
け
て
徴
収

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
前
納

に
す
る
と
そ
の
納
仕
税
額
の
百

分
の
一
相
当
額
が
報
奨
金
と
し

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。
つ
ぎ
に
こ
の
報
奨
金

の
算
定
を
例
示
し
て
み
ま
す
。

（
例
）

固
定
資
産
税
の
納
期
は
次
の
と
．

お
り
。

報奨金
の合計

円銭
118．50

326．00

395．00

829．50

交付率

　　1

「00

　　1

■0σ
」．．

100

付の納期まで
月日の月数

3
　
8
　
1
0
　
刎

和
．4．16

納
年
昭
3
6

36．4．16

36．4．16

税額
　　　円

3，950

3，950

3，950

1，850

期　別

第2期

第3期

第4期
　計

社
会
教
育
映
画
に
七
千
二
百
名
が

　
　
　
　
　
　
　
希
望
部
落
は
申
込
み
を

　
公
民
舘
は
婦
人
会
、
青
年
団

農
協
青
年
部
、
同
婦
人
会
、
部

落
と
協
力
し
て
教
育
映
画
で
各

部
落
ま
わ
り
を
や
つ
た
。
つ
と

め
て
ど
の
部
落
に
も
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
映
写

機
と
費
用
と
職
員
の
都
合
で
全

町
三
十
七
部
落
の
う
ち
十
九
部

落
し
か
行
け
な
か
つ
た
。
延
ぺ

回
数
は
五
十
二
回
、
聴
視
者
は

大
人
約
四
千
七
百
名
、
児
童
約

二
千
五
百
名
で
あ
る
。

　
映
写
会
一
回
の
経
費
は
大
体

五
百
円
（
フ
イ
ル
ム
の
借
用
料

と
電
気
料
）
映
写
機
の
運
搬
料

は
公
民
舘
も
ち
で
す
。
映
写
会

の
希
望
を
お
出
し
下
さ
い
。

開
一
一
一
聴
ロ
一
一
胴
一
一
一
一
一
一
一
ロ
一
畦

雪とオヤジ

　
　
　
　
　
嶋
騨
一
一
一
一
6
畠
一
一
一
一
一
一
聞
ー
口
－
慶
8

　
湯
山
で
の
話
し
合
い
で
若
い

人
達
が
百
姓
を
き
ら
つ
て
皆
ん

な
都
会
に
出
て
行
つ
て
し
ま
う

が
出
て
い
か
な
い
方
法
と
し
て

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
と
話
し

合
つ
た
結
果
、
兄
夫
婦
に
財
布

を
早
く
渡
す
な
ど
話
し
が
色
々

で
た
そ
う
だ
が
、
ど
れ
だ
け
の

期
間
引
止
め
て
お
け
る
か
。
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隣
り
の
長
野
県
で
は
リ
ン
ゴ

の
樹
を
金
の
生
る
樹
と
云
う
そ

う
だ
。

昨
日
静
岡
県
の
視
察
か
ら
帰
つ

た
人
の
話
で
フ
キ
（
ホ
！
キ
）

を
栽
培
し
て
い
る
ど
の
事
で
反

当
り
三
〇
〇
万
円
の
粗
収
入
が

あ
る
と
か
坪
当
り
一
万
円
の
収

入
と
は
実
に
驚
く
他
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
は
こ
の
冬
新
潟
市
へ
出
張

し
た
。
新
聞
な
ど
で
は
あ
ん
な

に
騒
い
だ
割
に
雪
は
す
く
な
く

露
路
裏
の
あ
ち
こ
ち
に
少
し
し

か
残
つ
て
い
な
か
つ
た
◎
こ
の

位
で
よ
く
鉄
骨
の
中
学
校
が
つ

ぶ
れ
た
も
の
と
思
う
◎
高
田
で

も
大
き
な
工
場
が
倒
れ
て
い
た

の
を
見
た
が
、
み
な
雪
に
対
す

る
考
え
が
甘
い
か
ら
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
冬
の
旅
を
し
て
私
は
つ
く
づ

く
考
え
る
。
ど
こ
を
ど
う
廻
つ

つ
て
も
一
番
雪
の
多
い
所
は
松

之
山
の
よ
う
だ
。

　
こ
ん
な
間
題
が
話
し
合
い
で

解
決
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
私
は
で
き
そ
う
に
も
考
え
る

で
き
そ
う
で
な
い
と
も
考
え
る

一
　
×
　
　
×

　
こ
の
雪
さ
え
な
か
つ
た
ら
相

当
の
こ
と
が
で
ぎ
る
の
に
。

　
私
達
の
先
祖
が
何
十
年
何
百

年
と
こ
の
．
雪
と
闘
つ
て
来
た
の

だ
。
私
は
こ
の
土
地
を
守
つ
て

一
松
之
山
の
お
．
や
じ
に
な
れ
る
か

又
な
れ
な
い
か
考
え
る
。

　
そ
し
て
い
く
ら
考
え
て
も
わ

『
か
ら
な
い
◎
一

一28一


